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株式会社清和産業

代表取締役  清本 尚哲
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品質・環 境 方 針

事業活動に拘わる製品関連法規、環境関連法規、及び弊社が約束した事項を遵守し、
安心、安全な製品を提供します。

お客様にご満足いただける製品を提供していくために、お客様のご意見を取り入れて
常に品質改善に取り組みます。

どういう方法を用いれば実現可能かを熟考し、アイデア・企画力・管理力を高め、信
頼性の高い製品作りを目指します。

国連が提唱する持続可能な開発目標(SDGs)に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた
積極的な取り組みを行ってまいります。

基本を守り、５Ｓ活動に徹します。

全社員が環境汚染の防止、環境負荷の低減を意識し、知識を身につけて、環境保全の
向上に自主的、積極的に取り組みます。

環境に優しく、健康を配慮した製品の企画・開発を推進します。

品質・環境方針を達成するため、品質・環境目標を各部門に展開し、その実施状況を
把握し、その有効性の継続的な改善を図るSEIWA QMS・EMSを全社員で確立し、維持
し、定期的見直しをいたします。

制定日：2005年7月 1日

改定日：2022年8月31日
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

株式会社清和産業
代表取締役　清本尚哲

（２） 所在地
本　　　社 〒544-0012 大阪市生野区巽西2丁目4番29号
東京出張所 〒104-0043 東京都中央区入船1-7-9 リベラ入船３F
九州出張所 〒811-2124　福岡県精屋郡字美町若草3-1-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 取締役営業部長　門脇　俊彦 TEL：０６－６７５８－５５２８
担当者  光山　容行

（４） 事業内容
包装材料・紙製品・粘着シール・フイルム製品全般の企画・販売

（５） 事業の規模
売上高 24億1千2百万円

本社 東京出張所 九州出張所 合計
9名 4名 0名 13名

147.20㎡ 50㎡ - 197.20㎡
（６） 事業年度 ７月～６月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社清和産業　

本社
東京出張所

九州出張所 （TEL/FAXのみ設置で常駐者はなく環境負荷僅少）
活動： 包装材料・紙製品・粘着シール・フイルム製品全般の企画・販売

□主な環境負荷の実績

単位
2013年

(基準年度)
2016年 2017年 2018年 2019年

kg-CO2
二酸化炭素排出係数 電力0.522 30,036 27,065 27,182 26,493 26,200

ｋｇ 309 201 221 251 175
ｋｇ 309 201 221 251 175
ｋｇ 0 0 0 0 0
㎥ 62 89 79 80 80

都市ガス293kg追加

□環境目標及びその実績
2013年

（基準年度) （目標） （実績） （目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

kWh 17,037 18,637 11,701 18,449 18,260

kg-CO2 8,893 8,627 6,108 9,630 9,532
2013年基準年比

－ 99.0% 68.7% 98.0% 97.0%
ℓ 9,107 8,567 8,654 8,481 7,962

kg-CO2 21,143 20,087 20,092 18,685 18,485
2013年基準年比 － 99.0% 95.0% 98.0% 97.0%
燃費・走行距離 7.00 6.90 9.00 7.00 7.10
kg-CO2 30,036 28,714 26,200 28,315 28,017

ｋｇ 309 228 175 226 223
2013年基準年比 － 91.0% 56.6% 90.0% 89.0%

枚 91,041 89,422 73,585 88,519 87,615
2011年基準年比 － 99.0% 80.8% 98.0% 97.0%

㎥ 99 103 80 102 101
2015年基準年比 － 99.0% 80.8% 98.0% 97.0%

節水

年　度
　　項　目

2020年

エコ運転による燃費向上

新規コピー用紙使用

上記二酸化炭素排出量合計

廃棄物排出量

従業員　　

2021年

ガソリンの二酸化炭
素排出量削減

一般廃棄物の削減
（可燃ごみのみ）

2019年度目標設定は東京営業所移転に伴い、東京₊本社の２０１８年度実績を基準に変更しています。

電力の二酸化炭素排
出量削減　　排出係
数0.522

2016年度環境活動計画より二酸化炭素排出係数を0．522に変更しています。

延べ床面積　　

二酸化炭素総排出量

項　目

　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量

2019年

 Mail： mitsuyama@seiwasangyo.com

総排水量

mailto:seiwa@seiwasangyo.com
mailto:seiwa@seiwasangyo.com
mailto:seiwa@seiwasangyo.com


□環境活動の取り組み計画と評価
◎よくできた　○できた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

◎ 目標達成

◎
○

○

◎

◎
○
◎
○

◎

◎
○
◎

◎ 目標達成

◎
○
◎

◎

○
○
◎
◎ 目標達成

◎
◎
○

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

□代表者による全体の評価と見直し

□社会貢献活動
がんばろううテープの義援金として梱包用１巻に対し１０円、軽包装用１巻に対し３円の寄付をしています。

環境負荷の大きい電力使用量が期初から4か月目標未達となりました。この挽回策として％５S運動（整理、
整頓、清掃、清潔、躾）を展開させた。その結果業務の効率化となり、省エネに直結した結果修正前の目標
も達成できた。
業況は2019年度売上高が昨年比3％の増加となりました。100円均一商品販売、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ販売が順調に推移して
います。製品では、繰り返し再利用できる「くりぴたシリーズ」の「くりびたフック壁紙用」は、ビニール
壁紙に対応したフックとして、認知されてきており、新たに壁紙に貼ってはがせる、「くりぴたはがせるポ

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありませんでした。

適用される法規制

フロン排出抑制法
・フロン類の適切な処理   業務用空調機  廃棄時  修理時　簡易点検

評　価（結果と今後の方向）

一般廃棄物の削減

新規コピー用紙使用量削減

節水

・長時間使用しないパソコンは電源を切る。

・裏紙使用推進

自動車リサイクル法

・環境・健康にも配慮する。

資源の有効な利用の促進に関
する法律

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物

ノートパソコン、ディスプレイ、デスクトップ本体

家電リサイクル法

ネット販売の昨年度売上は自社ECサイトもリニューアル、
新商品の投入を行い、前年対比27％伸ばすことができた。
引き続き、繰り返し使える製品の開発、販売を行っていき
ます。

製品への環境配慮インターネット販売

廃棄物処理法
営業用乗用車、トラック

テレビ、冷蔵庫、エアコン、液晶テレビ、プラズマテレビ、洗濯機

・［お客様にとって、よりお得で便利に
買い物が出来るショップ］としてメルマ
ガ等でアピールをして行く。

取組計画により実施している。社内で行う洗濯回数を減ら
したことで、使用量を削減できた。引き続き節水に取り組
みます。

・自社で企画する。

・洗濯はまとめておこなうようにする

・水漏れを起こさない
・手洗い水量の適正化

期初は月々の目標が未達でしたが、11月から目標設定を見
直し、５S運動を徹底して、業務の効率化となり、省エネに
直結した結果修正前の目標も達成できた。新商品開発や新
規取引先の増加及び人員の入れ替え引継ぎ等により多少残
業時間が増加した。
今後は報連相をしっかりして仕事の効率化を図り残業時間
の短縮に努め、更に省エネ推進に取り組んでゆきます。

取り組み計画

・冷房設定温度は２８度目安、暖房設定
温度は２０度目安とする。

・空調機のフィルターは月1回程度清掃する。
・昼休み等は、消灯を励行する。

電力による二酸化炭素排出量の削減

・分別ボックスの設置

・社内メールの活用

・裏紙使用

取組計画に基づき省エネ運転、無駄な走行の削減に取り組
み、リッター当たりの走行距離を6.9ｋｍを目標としました
が、8.5kmとなり目標を達成しました。ガソリン使用量は昨
年比13％増加しました。これは新規取引先、資材の運搬量
が増えたことが影響しております。今後も省エネ運転に取
り組みます。

目標達成

・急加速の抑制
・冷房の控えめ使用

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

新製品アイテムの増加、取引先増加によりコピー用紙の使
用が増加しているが、社内メールの活用、コピーの両面化
推進、書類データ化等を実施し、目標は達成することが出
来ました。今後も引き続き省資源への取組を推進します。

数値目標は達成

◎

・アイドリングストップ

・電子メディアによるペーパーレス化

ゴミの分別、ミスプリントの防止、裏紙使用を徹底して実
施しました。電子メディアによるペイパーレス化を推進
し、一般廃棄物は減少している。今後も廃棄物削減は継続
して推進する。

・ハイブリット車への更新推進

２０１９年度で￥1,581円集まり、視覚障害者の道しるべとなる［点字ブロックを守る会］活動に協賛してい
ます。又岡山発［まもちゃんラジオ］のスポンサー企業として取り組んでいます。

目標達成

・コピーの両面化推進




